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寒冷地における秋出しバンジー苗の作期と発芽促進処理効果
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6)栽培概要
① 流体ゲル :高吸水性高分子化合物 (イ ゲタゲルーF

近年,寒冷地における花壇苗の有望品目として,夏の冷  S)を水 1″ 当たり3～ 4g混合

涼気象を利用した10月 出荷のパンジーの栽培が多くなって   ② 育苗法 ,セ ル成型育苗 :合成樹脂製 トレイ利用

いる。しかし,気象変動の中で育苗期から鉢上げ後の高温   (1991～ 1993年)200穴 :セ ル容量10m′

環境により発芽率の低下や鉢上げ後に枯死株が発生するな  (1994～ 1995年)288～200穴 :セ ル容量 9～ 15″

ど生産が安定しない事例が多く見られる。そこで,安定生     育苗培地 :

産のために作期と発芽促進処理効果について検討した。   (1991年)ソ イルフレンド1/2窒素
(1992年 ) ソイルフレンド

2試 験 方 法

試験年次 :1991～ 1995年

(1993～ 1994年)  セル苗専用培土
(1995年 ) セル苗専用培上N170

試験場所 :岩手園試高冷地開発センター(蘭記 30m)  ③ 鉢上げ :9卸黒丸ポリポット

雨よけハウス内

岩手県葛巻町元木(標高540111)

13)供試品種 マキシムエロー他 3品種
(4)供試条件 1 播種期 (鉢上げ時期)

④ 施肥量 (g/′ ):
(1991年) (1991年 ) 窒素055リ ンul1 50カ リ040

(1992～ 1994年)窒素06～075リ ン醜 6～475

① 7月 5～ 7日 (8月 15～22日 ) ② 7月 15～ 17日 (8  (1995年 )

月21～28日 ) ③ 7月 25～ 27日 (8月 26日～9月 9日 )
④ 8月 5日 (9月 15日 )

6)供試条件 2 発芽温度,発芽促進処理

1  1ま  し め  に

15   0  0
20    0         0  0  0
25  0   0
注 吸水処理温度 :10℃

播種期
種 9月

~も

月 10月  "背管晉鯉
(鉢上げ時期)

カ リ06-075
窒素038リ ン酸138カ リ038

3 試験結果及び考察

(1)作期試験 (表 1～ 3)

1991年の育苗期～鉢上げ直後の気温は平年よりかなり低

温で経過した。 7月 5日播種では9月 25日 に開花鉢率が

582～ 658%と 開花鉢率50%以上となったが,鉢上げ後経

過日数は40日 であつた。

7月 15日播種でも9月 25日 に646～ 667%と 開花鉢率が

50%以上となり,鉢上げ後経過日数は35日であった。

また,7月 25日播種では10月 2日 の開花鉢率は開花の早

い品種でも362%と 低く,草丈等の生育量も小さかった。

%以上日数

1993年は極めて低

温で経過した冷害年

の試験であった。

7月 7日播種では

9月 21日 に開花鉢率

が519～ 722%と な

り,鉢上げ後経過日

数は30日 であつた。

10月 5日 には出荷可

○○

い 上り吋別ツ             10日  25日  2日
°́

賛 百 ∫

'・

(花)(cm)(側 )(Cl)

7月 5日  ブツレークッション     333 582 744    40    08  146 100  47
K3月ユ0日 )_三 i=´ リス之ノン千ロー 174 658 763   40    06 118  95 51
7月 15日  ブルークッション      42 646 771    35    08  156 106 49
Kl昼21日)_三 i=タ リる2″千ロー 91 667 762   35   08 158 134 49
7月 25ロ  ブルークッション      00 234 862    -    04  126  89 48

00 73 147   -   02 107 111 53 能鉢割合がやや低下

表 1 播種期別バンジーの生育,開花 (1991年 )
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表2 播種期別パンジーの生育,開花 (19930

漂上譴艦)  品   種
21日  24日   5日    (日 )  (花 )(cn)(cl)(cm)

明7日 マキンムホヮイト722 722 2ら1).  30  86111 66 52
mつ "6とあ ∞ 36■5常 ,3

9月 10月   嚇整::霧

(8月 22日 )

7月 17日

(8月 28日 )

684
(684)
75 0

250

卜  21 0   263 38      2 1   87   7 1   56

38      1 1   72   53   53

7月 27日  マキシムホヮイト
(9月 9日 )マ シキムェロー

υ° (500)  υυ  '・  ‐° υO υυ

00     4 2          -       0 1   7 3   5 0   5 5

00     00 -    00 60  -  ―

した。また,7月 17
日播種では10月 5日

に684～ 750%の 開
花鉢率となり,鉢上

げ後経過日数は38日

であった。しかし
,

7月 27日播種では各

品種とも10月 5日 に

おける開花鉢率は0

～42%と低率であっ

た。

1994年は育苗時期

から鉢上げ後の平均

気温は平年より2～

3℃高い高温年であっ

た。

7月 5日播種にお

ける開花鉢率は ,

「マキシムェロー」

では9月 19日 に750

%,「マキンムホヮ

イトJは 10月 4日に

580%と なり,鉢上

げ後経過日数は35日 ,

50日であった。

また,7月 17日 播

注 1):出荷可能鉢割合 花傷み,

表 3 播種期別バンジーの生育 ,

老花等の品質からみて出荷できる鉢の割合

開花 (1994年 )

播種期

(鉢上げ時期)
10月9月種口

ｍ 11月 "政3:書毅
6日 19日 4日 25日 14日   (日 )  (花)(m)(本 )(m)

7月 5日  マキンムホヮイト 17 33 58 - -   50   44 84 36 58
(8月 15日 )マ ンキムェロー  25 75 75 - -   35   34 91 28 52
7月 17百  ●ギジ云下ヴアド

~ 0…
20…
…
56~86~86~ ~~38~~~`10 d;~Ti6~54~

(8月 27日 )マ シキムエロー  0  0 10 50 90   59   06 60 22 47
7月 26百
~~●
革ジ去ボリアド

~0~b~d~38~95 ~~58~~~~0…
6:ぢ

~,7 ~=~

(9月 5日 )マシキムェロー  0  0  0  7 611   70    0 61 19  -
8月 5日  マキシムホヮイト o  0  0  5 80   48    0 65 27  -
(9月 15日)マ ンキムェロー  0  0  0  5 60   60 0 71 25  -
注 7月 26日 ,8月 5日 播種の開花鉢率は■月2日 に57%,55%で あった。

発芽
温度 発芽促進処理
(℃ )

7日 目    21日 目
発芽率 駒罰酬 胚軸長 発芽率 力嘲庄

(%) (%) GD  (%) (%)
10無 処 理 0007214

種における開花鉢率は,「マキシムエローJでは10月 25日
に500%,「マキシムホヮイト」は10月 4日 に560%と な

り,鉢上げ後経過日数はそれぞれ59日 ,38日 であった。

7月 26日 ,8月 5日播種とも10月 の開花鉢率は0～ 38%
と低かった。

表4 発芽促進処理効果,発芽温度 (1995年 )

以上,3カ 年の結果から鉢上げ後の開花までの日数は品

種差もみられたが,高温年には開花が遅くなり冷涼年には

早まる傾向であった。出荷FT3始時期を10月 上旬とする播種

期は,ほぼ7月上中旬と思われた。

佗)発芽温度,発芽促進処理試験 (表 4)
無処理区での7日 目の発芽率は15～ 20℃区で勝っていた。

また,15～ 20℃の温度ではゲル浸漬 7～ 12日区,水浸処

理 8～ 12日区等の発芽促進処理区で7日 目の発芽率等が向

上した。また,25℃区では水浸処理8日 間での7日 目の発

芽率が向上した。しかし,水浸処理区は種子にカビの発生

がやや多かった。以上のことから,秋出しのパンジー苗生

産のための播種期は高温となるため,播種前に種子を流体

グル中に浸漬し,10℃ 程度の低温庫内で7日程度処理する

ことにより,発芽率が向上し,生産安定が図られる。

4 ま と め

に)秋出しパンジー苗の生産で出荷開始時期を10月 上旬
とする播種期は,ほぼ7月上中旬である。

2)発芽適温は15～ 20℃である。高温期の播種となるた
め播種前に種子を流体ゲル中に浸漬し10℃程度の低温庫内

で7日程度処理することにより発芽率が向上する。

15 ″         52     0    1 0   88    12
15 水浸処理 1日 間 54  0  30 88  12
15 無  処  理 48  0 21 84  16
15 水浸処理8日 間 52  0 33 68  32
15 無  処  理 80  0 18 100  0
15 水浸処理11日間 92  0 46 100  0
20 無  処  理  70  2  54 84  16
20 水浸処理12日間 84  78 47 88  12
20 ゲル浸漬12日間 94  72 48 94  6
20 ゲル浸漬 7日 間 88  54 43 96  4
25 無  処  理 44  0 35 90  10
25 水浸処理 8日 間 88  54  32 92  8
注 播種前の発芽促進処理期間の温度 :10℃
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